
新技術データベース『NETIS』の登録から事後評価までの流れ

新技術の開発者が技術を申請し受理されると、申請情報がNETISに登録されます。
また、直轄⼯事で活⽤でするとその導⼊効果を活⽤効果調査表等によりNETISに登録します。
活⽤効果調査表が5件以上登録されると、評価会議において事後評価が⾏われ、評価結果はNETISで公表されます。

申請情報のみ

登 録開 発 者 事 後 評 価

（R6年4⽉現在）

約3,300 件
登録 有⽤な新技術に指定

申 請
（申請者）

（技術事務所）

活 ⽤

審 査

公共⼯事等における新技術活⽤スキーム

評価情報を掲載

検 索

⺠間事業者等により開発された有⽤な新技術を公共⼯事等において積極的
に活⽤・評価し、技術開発を促進していくためのスキーム
（平成13年度より運⽤）

新技術を活⽤する 5 つの⽅式

事後評価において、
優れていると判断された技術

施 ⼯ 者（受注者）

有⽤な新技術は、
施⼯選定型での活⽤により
⼯事成績評定へ加点。
総合評価⽅式へ加点。

技術改善のヒント

▼

技術の

スパイラルアップ

⼀般公開にて登録技術の活⽤促進

登 録

▸ 試⾏申請型 ⇒  申請者（技術開発者）から申請により活⽤
▸ フィールド提供型 ⇒  ニーズがあった新技術を⺠間から募集し活⽤
▸ テーマ設定（技術公募）⇒ 技術募集テーマ等に基づき新技術を⺠間から募集し活⽤

■⼀般的な活⽤⽅式

▸ 発注者指定型 ⇒ 発注者の指定により活⽤
▸ 施⼯者選定型 ⇒ 施⼯者らの提案に基づき活⽤

■新技術の活⽤を促す取組

公共⼯事等に関する、実⽤
化された技術を申請、登録

直轄⼯事や業務において、
施⼯条件に適した新技術
を活⽤

技術の成⽴性や活⽤効果
などを総合的に評価実

⽤
化

●技術開発
の改良

●技術の開発

事 後 評 価
技術の成⽴性や活⽤効果
などを総合的に評価

▸ 推奨技術
▸ 準推奨技術
▸ 評価促進技術
▸ 活⽤促進技術（地整評価）

▸ 申請情報【 A 】 ⇒ 10年
▸ 評価情報【VE・VR】 ⇒ 10年
▸ 推奨技術もしくは準推奨技術 ⇒ 15年

地⽅整備局ごとに評価
会議を開催

（スキーム検討会議）

（評価会議）

国⼟交通省にて新技術活⽤
スキーム検討会議を開催

・活⽤計画書
・実施報告書
・活⽤効果調査表

推 薦選 定

選 定

・キーワード
・⼯種
・有⽤な技術
・期待する効果

技
術
で
活
⽤
調
査
結
果
が
５
件
以
上
登
録

・書類不備の有無
・新技術であるか
・再申請でないか
・従来技術の適否

評 価

申請情報
登 録

受 理

修正依頼

申請情報＋評価情報
約850 件登録

評価結果をフィードバック ＮＥＴＩＳ

NETISの掲載期間

Web上で情報提供（公開）
https://www.netis.mlit.go.jp

新技術データベース『NETIS』

（国交省事業）



NETIS掲載技術は、登録番号によって管理されています。
どの地域でどの時期に登録された技術なのか、その技術がどの状況なのか表⽰されています。
番号末尾のアルファベットは、登録当初は全て「A」であり、活⽤した実績により事後評価
を⾏い、その結果によって「VR」「VE」となります。

Ａは 、Application （申請）
ＶＲは、Value Re （再評価）
ＶＥは、Value End （評価終了）

QS – ２４ ０００１ - A
登録地整
の記号

登録年度
（⻄暦）

年度毎の
登録番号

情報種別
記号

A

V R

V E

︓ 未評価の技術（評価情報が未掲載の技術）

︓ 評価の結果、継続調査等の対象とする技術

︓ 評価の結果、継続調査等の対象としない技術

3桁⽬に「K」がついているものは、
「港湾NETIS」の登録技術 例︓QSK、KTK

HK
TH
HR
KT
CB
KK
CG
SK
QS
OK

HOKKAIDOU:  北海道
:  東 北
:  北 陸
:  関 東
:  中 部
:  近 畿
:  中 国
:  四 国
:  九 州
:  沖 縄

QYUSHU

NETIS登録番号

NETISの掲載情報（申請情報・評価情報）

「申請情報」に記載されている内容は、技術の名称、概要、特徴、⽤途、実績、活⽤の効果
など、NETISの申請者が登録申請書類に記載した情報です。
末尾のアルファベット（Ａ）の技術は、申請情報のみが掲載されています。

NETISは、申請情報と評価情報から構成されています。

「評価情報」は、評価会議で審議した事前審査や、実際に現場で活⽤した結果を元にした
事後評価の結果が掲載されています。
末尾のアルファベット（VR・VE）の技術は、申請情報に加え評価情報が掲載されています。

申請情報 評価情報



発注者指定型 ･･･････････････････････････････ 発注者が個別にNETIS技術を指定し活⽤
発注者指定型（選択技提⽰型）･･･････････ 発注者が対象とするテーマと複数のNETIS技術を提⽰し、契約後に施⼯者がNETIS技術を選択し活⽤

新技術の活⽤の型について

直轄⼯事においてNETIS技術を活⽤する場合、５つの活⽤型式から選択しており（P4参照）、
九州では『発注者指定型』と『施⼯者選定型』が多く活⽤されています。

【活⽤例】施⼯の主体となる技術が多く活⽤されています。 【活⽤例】
・地盤改良⼯
・ボックスカルバート⼯
・グランドアンカー⼯
・河川護岸⼯
・橋梁耐震補強⼯
・機械設備
・橋梁補修補強⼯ など

・UAV等による3次元測量
・仮設ハウス
・仮設トイレ
・情報共有システム
・ICT建設機械
・安全灯、照明灯
・⼯事看板
・ｺﾝｸﾘｰﾄの品質向上技術 など

発注者指定型 施⼯者選定型
現場ニーズなどにより、必要となる新技術を設
計段階で検討し、発注者が指定して活⽤するタ
イプ

施⼯者（受注者）からの提案に基づき⼯事内容
に適した新技術を選定して活⽤するタイプ

活⽤形式は活⽤計画書の作成の際に、「活⽤等の型」を選択します。
発注者指定型、施⼯者選定型にもそれぞれ選択がありますので作成の際はご注意ください。

施⼯者選定型（契約後提案）･･････････････ 施⼯者が対象とNETIS技術を原則１つ以上選定して活⽤
施⼯者選定型（総合評価技術提案） ･････ 総合評価落札⽅式における技術提案に基づき、施⼯者がNETIS技術を活⽤

ＮＥＴＩＳへの掲載期限は、当初に登録した⽇の翌年度の４⽉１⽇から起算して
１０年を経過した⽇までとなります。

「推奨技術」「準推奨技術」に選定された場合の掲載期限は、当初に登録した⽇
の翌年度の４⽉１⽇から起算して１５年を経過した⽇までとなります。

NETISの掲載期間

VE
の付与

掲載期間の原則

掲載期間 10 年

事後評価を実施された場合(推奨技術等除く)

VR・VE
の付与

事後評価
を実施

推奨・準推奨技術に選定された場合

推奨・準推奨
技術に選定

事後評価
を実施

活⽤促進技術
【本省】新技術活⽤スキーム検討会議で選定

▼掲載開始（登録した⽇の翌年度の４⽉１⽇から）

Ａ
の技術

VR・VE
の技術

VEで推奨技術
に選定の場合

掲載期間 10 年

掲載期間 15 年

▼掲載終了

【地整】評価会議で付与

【地整】評価会議で選定

推薦



活⽤効果調査表等の作成について

新技術(活⽤前） 新技術(活⽤後）

■活⽤計画書 ■実施報告書

NETIS掲載された技術を直轄⼯事で活⽤した際は、従来技術に対する導⼊効果を確認する
ための調査を⾏います。
調査内容は、「新技術活⽤計画書」「実施報告書」「活⽤効果調査表」があり、
ＮＥＴＩＳから作成・登録が必要です。

新技術の活⽤前に、新技術を
活⽤する期間や活⽤理由など
を記載。

新技術の活⽤後に使⽤した際
の数量や施⼯の概要を記載。
（図⾯等を添付）

現場での新技術の効果に関し
て、申請情報の従来技術に対
する優位性を記載。

■活⽤効果調査表

NETISの末尾の記号（Ａ・ＶＲ・ＶＥ）によって、調査内容が異なります。
実施報告書、活⽤効果調査表は、Ａ・ＶＲの技術が対象です。

新技術活⽤における期待される効果

公共⼯事等に関する優れた技術は、良質な社会資本整備の促進に寄与します。

発

注

者

 コスト縮減を踏まえた
⼯事発注、調査設計業務発注

 事業のスピードアップ

 適切な品質確保

 維持管理の効率化

 ⼯事効率化等による⼯期短縮

 適切な管理による品質確保

 省エネルギー、省資源化

 総合評価⽅式、⼯事成績評定
の加点対象

 開発技術の活⽤・評価

 ⼯事における活⽤機会増加

 技術開発のスパイラルアップ

施

⼯

者

開

発

者

新技術の活⽤によって、発注者、施⼯者、開発者に以下の効果が期待されます。

（Ａ・ＶＲ・ＶＥ） （Ａ・ＶＲ）



事後評価において、従来技術と⽐べて優れていると判断された新技術は、有⽤な新技術として
選定されます。

・総合的に活⽤の効果が優れている技術
・特定の性能⼜は機能が特に優れている技術
・特定の地域のみで普及しており、全国に普及することが有益と判断される技術
・その他評価会議が選考し指定する技術

新 技 術 活 ⽤ 評 価 会 議 （ 地 ⽅ 整 備 局 ）

推 薦

有⽤な新技術

※平成26年4⽉1⽇より、従来の「活⽤促進技術」「設計⽐較対象技術」「少実績優良技術」
を「活⽤促進技術」に統合

新技術の活⽤時には、活⽤効果調査を⾏います。
活⽤効果調査表が5件以上蓄積したら、⼤学、産業界、研究機関、⾏政からなる
新技術活⽤評価会議で技術特性などが評価されます。

※「VE」技術は、
活⽤効果調査表の作成が不要です。

活⽤効果
調査表

新技術活⽤
計画書

活⽤後

活⽤効果調査 活⽤評価蓄 積

整備局の評価会議

事
後
評
価
結
果

事後評価の流れ（発注者指定型、施⼯者選定型）

１回⽬は５件以上 （A対象）
２回⽬以降は１０件以上（VR対象）

A、VR、VE A、VR

評価によって情報種別記号
が変わります
A ⇒ VR、VE
VR ⇒ VR、VE

施⼯者、発注者が登録

※

開発者へフィードバック技術の
開発・実⽤化

技術登録

活⽤効果調査と事後評価

新技術活⽤スキーム検討会議（全国）

・公共⼯事等に関する技術の⽔準を⼀層⾼めるために選定された画期的な新技術推 奨 技 術

・推奨技術と位置づけるためには更なる発展を期待する部分がある新技術準推奨技術

6件

21件

活⽤促進技術 243件

評価情報 708件

申請情報 3,503件

選 定

評 価

活⽤効果
調査表
活⽤効果
調査表
活⽤効果
調査表
活⽤効果
調査表活⽤効果

調査表活⽤効果
調査表

５件以上

従来技術に対
する総合的な
評価を⾏う

NETIS技術

（R6年5⽉現在）



インターネットを通じてNETISにアクセスすると、以下のトップ画⾯が表⽰されます。
検索⽅法は、キーワード検索、⼯種、有⽤な技術、効果などを選択が可能です。
NETISの登録情報は随時更新されており、変更や掲載中⽌になる技術もありますので、
⼯事等で使⽤申請をする前に、最新の登録情報を確認してください。

【NETIS TOPページ】

❹期待する効果を選択すると表⽰されます。❹期待する効果を選択すると表⽰されます。

❶〜❹の条件を⼊⼒・選択したら、
最後にクリック。
❶〜❹の条件を⼊⼒・選択したら、
最後にクリック。

検索技術名称・NETIS登録番号を⼊⼒し「この条件で検索」をクリックする
と検索できます。
また、アルファベットは⼤⼩⽂字検索可能です。
末尾にある「情報種別記号」を除いた記号番号を⼊⼒してください。

レベル１から４までに分類された⼯種を絞り込むことができます。

チェックを⼊れて検索すると、有⽤な技術を絞り込むことができます。

経済性、⼯程、品質、安全性、施⼯性、周辺環境のうち期待する効果で
絞り込むことができます。

NETIS 検索⽅法について

❶

❷

❸

❹

❶

❷

❸

❹

❶キーワードで検索できます。❶キーワードで検索できます。

❷⼯種で検索できます。❷⼯種で検索できます。

❸有⽤な新技術を選択すると表⽰されます。❸有⽤な新技術を選択すると表⽰されます。

「マニュアル／ＦＡＱ」では実施要領
や操作説明が確認できます（P12参照）
「マニュアル／ＦＡＱ」では実施要領
や操作説明が確認できます（P12参照）

❶

❷

❸

❹



NETISの検索(⼯種)

ＮＥＴＩＳの登録番号や、ＮＥＴＩＳの製品名等がわかっている場合は、
検索キーワードを⼊⼒してください。

キーワード⼊⼒による検索︕

レベル4までの⼯種に分類されているので、絞り込むことができます。

⼯種で絞り込む︕

❶ 検索技術名称・NETIS登録番号の
キーワードを⼊⼒
※NETIS番号で検索する場合、末尾の識別記号
「－Ａ」は、「ＶＲ」や「ＶＥ」に変更する場合が
あるので⼊⼒はしません。

❷ 「この条件で検索」をクリック
※【キーワード検索条件を追加】で対象の

両単語とも含まれる技術を検索できます。

❸ 該当する技術が表⽰される

QS-240001 -A

末尾の識別記号は
⼊⼒しない

レベル1 レベル２ レベル３ レベル４

NETISの検索(キーワード)

➊キーワード⼊⼒

➊⼯種を選択

❷クリック

❸NETIS技術表⽰

⼯種（レベル1）︓
⼟⼯、共通⼯、基礎⼯、仮設⼯、コンクリート⼯、河川海岸、
河川維持、砂防⼯、舗装⼯、付属施設、道路維持修繕⼯、
共同溝⼯、トンネル⼯、橋梁上部⼯、公園、ダム、シールド、
推進⼯、上下⽔道⼯、機械設備、建築、建築設備（電気）、
建築設備（機械）、環境対策⼯、調査試験、ITS関連技術、
電気通信設備、港湾・港湾海岸・空港、空港⼟⽊、空港舗装⼯、
柵⼯、撤去⼯、その他

❶

❷

❸

❷クリック

❸NETIS技術表⽰



NETISの検索(期待する効果)

活⽤の効果の⾼い「有⽤な新技術」を検索することができます。

有⽤な新技術を選択︕

経済性、⼯程、品質、安全性、施⼯性、周辺環境のうち期待する効果で絞り込むこと
ができます。

新技術に期待する効果で絞り込む︕

NETISの検索(有⽤な新技術)

（令和6年5⽉現在）

※活⽤促進技術から推薦され、

有⽤なNETIS技術
が表⽰

NETIS技術
が表⽰
NETIS技術
が表⽰

❶有⽤な技術を選択

有⽤な新技術
・推奨技術 （006件）
・準推奨技術 （021件）
・評価促進技術 （003件）
・活⽤促進技術 （238件）

➊⼯種を選択

❷期待する効果を選択

（例）道路維持⼯事で⼯期短縮できる
新技術があるかを検索する場合

⼯種で道路維持修繕⼯を選択し
さらに⼯程の短縮に☑を⼊れて検索する。

❷クリック

❸クリック

❹NETIS技術表⽰

❸NETIS技術表⽰



ＮＥＴＩＳ掲載期限を迎えた技術は、ＮＥＴＩＳホームページに「掲載期間終了技術」の リスト
が掲載されます。

マニュアル/FAQ

NETISトップページ NETIS操作マニュアルマニュアル/FAQのページ

NETIS掲載期間終了技術リスト

NETISの操作マニュアル等については、「マニュアル/FAQ」のページに掲載されています。

NETIS 検索⽅法（掲載期間終了技術）

❶

❷

❷

❶右端のタブを
クリック
❶右端のタブを
クリック

❷「NETIS操作マニュアル」へ
のリンクをクリック
❷「NETIS操作マニュアル」へ
のリンクをクリック

・「公共工事等における新技術活用システム実施要領」（以下、「実施要領」という）で定めるNETIS掲載期間を終了した技術を掲載します。

　 ただし、平成27年度以前に掲載期間を終了した技術で、申請者に掲載意思の確認が取れていない技術は掲載しておりません。

・掲載されている技術は、実施要領で定める技術ではありませんので、実施要領でいう「新技術の活用」の対象とはなりません。

  ・掲載されている技術に関する情報は、NETIS掲載期間終了後から更新しません。

※評価済みの技術については、「活用状況」欄にNETIS掲載期間内の大まかな活用件数を記す。☆＝500件以上、◎=100件以上、○=50件以上、□=20件以上

開発会社（問合せ先）

※（）内の開発会社名は、掲載期間終了後、登録申請者からの報告に基づく情報です。

    内容について国交省が責任を有するものではありません。

1 グラスカル QS-030071 道路維持修繕工 道路除草工 インフラテック株式会社 未評価 H14.3.31

2 管路防護鉄板 KT-030039 共同溝工 電線共同溝工 佐藤鉄工株式会社 未評価 H14.3.31

3 ダクタルフォーム HR-030023 コンクリート工 コンクリート工 太平洋セメント株式会社 未評価 H14.3.31

4 ファイバーユニット(袋型・箱型) QS-980063 河川海岸 袋詰玉石工 前田工繊株式会社 未評価 H14.3.31

5 法面緑化工法「SN緑化万能マット工法」 CB-030034 共通工 法面工 株式会社新日本緑化 未評価 H14.3.31

6 ペ-ブマットPEV-10 CB-980092 河川海岸 その他 ドレイン工業株式会社 未評価 H14.3.31

7 メンテグリーン工法 CB-990069 共通工 法面工 日本植生株式会社 未評価 H14.3.31

8 フライアッシュ・プレ基礎ブロック工法 KK-030020 共通工 擁壁工 南和産業株式会社 未評価 H14.3.31

9 電線共同溝用鋳鉄製コンクリート蓋 KT-000092 共同溝工 電線共同溝工
日本共同溝工業会

（H28.5時点の開発会社（問合せ先）名：CRC蓋工業会）
未評価 H14.3.31

10 アメニファルトS CB-980070 舗装工 アスファルト舗装工 日本道路株式会社 未評価 H14.3.31

11 植生基盤工「バイオ・エスプラン工法」 CB-990096 環境対策工 生物・生態保全対策工 株式会社 環境技建 未評価 H14.3.31

12 スプリットマック KT-010213 舗装工 アスファルト舗装工 鹿島道路株式会社 未評価 H14.3.31

13 三次元映像化装置 KT-020030 調査試験 構造物調査 三井造船株式会社 未評価 H14.3.31

14 浄化型緑化護岸 KT-020040 河川海岸 多自然型護岸工 大日本土木株式会社 未評価 H14.3.31

15 鋼製多孔管 NPS-mini[エヌピーエス・ミニ] QS-000016 共同溝工 電線共同溝工 野地テック株式会社 未評価 H14.3.31

NETIS掲載期間終了技術リスト

　※　活用状況
NETIS

掲載期間終了日
番号 NETIS登録時の技術名称 旧NETIS番号 分類１ 分類２

技術の優位性
(技術の位置付け )

❶


